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れば、一〇倍もの値段がする日本や欧米の出版物は「高級品」 。収集には、さぞかし苦労されていることだろう、などと要らぬ心配をしつつベトナムの図書館を訪れると少々驚かされることになる。欧米の図書や学術誌、電子ジャーナルな も揃えてい図書館が、 いくつ あ のだ欧米の学術誌や電子ジャーナルといえば、日本 館でさえ、その価格高騰に手を焼いている代物。物価水準 低いベトナムで、どうやってそ
の費用を工面しているのだろう。　
実のところ、ベトナムは、
この分野の代表的な被援助国のひとつである。この分野とは、開発に必要な学術情報へのアクセス向上を支援する、国際開発の一分野のことだ古くはユネスコの世界科学情報システムＵＮＩＳＩＳＴ（一九七三年発足）などが知られている。近年は、電子情報に重点を置くプロジェ トが増えており、代表的なものに、医療情報の南北格差解消に取り組むＷＨＯのＨＩＮＡＲＩや、農学分野を扱うＦＡＯのＡＧＯＲＡなどがある。ベトナムは、これらのいずにも参加しているほか、学術情報全般を対象とするイギリスの慈善団体「科学出版物入手のための国際ネットワーク（ＩＮＡＳＰ） 」のパートナー国でもある。以下では、多彩かつ包括的な取り組みで知られるＩＮＡＳＰ ベトナムにおける活動の一端をご紹介しよう。
　
まずは、高額な電子ジャー




















ベトナム語の学術コミュニティの中心として、自国の学術情報を収載したＶＪＯＬのようなサービスを、ベトナム自身が主体となって構築してゆくことの意義は大きい。その点、現在の収録雑誌数は、現地の出版状況に照らすと、甚だ少ないと言えるだろう。これには、ベトナムにおいては、様々なかたちでの情報発信が、既に活発に行われている、 という事情もあるようだ。多くの学術誌が自前のウェブサイトを持ち、雑誌記事データベースも複数存在している。先行するこれら うまく連携し、 トナム学術情報の総合案内所へと昇華していくこともまた、これからのベトナムの図書館に期待され ところである。（まえじま
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